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タ

イ

ト

ル

：
『

汐

製

菓

会

社

の

新

作

1
0

9
 

せ

ん

べ

い

4
』

 

 
【

シ
ー
ン1

：
汐

製
菓

会
社

・
社

長
室

】 

汐

（
社

長

）
と
塩

田

（
秘

書

）
が
社

長

室

で
会

議

中

。
汐

の
机

に
は
試

作

し
た
赤

味

噌

煎

餅

が
並

ん

で
い
る
。 

汐

：「

さ
あ
、
塩

田

く
ん
！

次

の
新

商

品

、
つ
い
に
決

ま
っ
た
よ
！

こ
れ
だ
！

赤

味

噌

煎

餅

！

」 

塩

田

：「

え…

？

赤

味

噌

で
す
か
？

あ
の
、
煎

餅

に
？

」 

汐

：「

そ
う
、
赤

味

噌

！

日

本

の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
、
赤

味

噌

を
煎

餅

に
ぶ
ち
込

む
ん
だ
！

こ
れ
こ
そ
が
新

し

い
風

を
吹

か
せ
る
ん
だ
よ
！

」 

塩

田

：「

で
も
、
社

長…

。
赤

味

噌

っ
て
、
ど
う
し
て

も
日

本

人

向

け
の
味

じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

世

界

に
通

用

す
る
ん
で
す
か
？

」 

汐

：「

だ
か
ら
こ
そ
、
挑

戦

す
る
ん
だ
よ
！

こ
れ
が
ウ
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ケ
れ
ば
、"

日

本

の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド"

と
し
て
、
世

界

に

広

が
る
ん
だ
！

他

の
国

で
も
赤

味

噌

が
注

目

さ
れ

て
る
か
ら
、"

赤

味

噌

煎

餅"

は
ま
さ
に
旬

の
ア
イ
テ

ム
だ
！

」 

塩

田

：「

（
目

を
丸

く
し
て
）
で
も…

世

界

で
売

れ
る

か
ど
う
か
は
、
試

し
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん

よ
？

」 

汐

：「

う
ー
ん
、
そ
れ
が
問

題

じ
ゃ
な
い
。
問

題

は
、

売

れ
る
か
ど
う
か
を
心

配

し
て
何

も
し
な
い
こ
と
だ

よ
！

」 

塩

田

：「

社

長

、
そ
れ
は…

。
」 

汐

：「

だ
か
ら
面

白

い
ん
だ
よ
！

煎

餅

と
赤

味

噌

が

一

緒

に
な
る
こ
と
で
、
新

し
い
味

が
生

ま
れ
る
ん

だ
！

こ
れ
を
世

界

中

の
人

に
味

わ
っ
て
も
ら
い
た
い

ん
だ
！

」 

塩

田

：「

（
た
め
息

を
つ
き
な
が
ら
）…

ま
あ
、
社

長

が
言

う
な
ら
、
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
か
。
」 

汐

：「

よ
し
！

こ
れ
か
ら
、
赤

味

噌

煎

餅

の
製

作

に

取

り
掛

か
る
ぞ
！

世

界

を
驚

か
せ
て
や
る
！

」 
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塩

田

は
少

し
困

惑

し
な
が
ら
も
、
汐

の
意

気

込

み
に

圧

倒

さ
れ
る
。 

 

【

シ
ー
ン2

：
開

発
部

】 

社

員

た
ち
が
赤

味

噌

煎

餅

の
試

作

品

を
作

り
、
試

食

し
な
が
ら
評

価

を
下

す
。
汐

と
塩

田

が
開

発

部

の
様

子

を
見

守

る
。 

開

発

部

員

A

：「

社

長

、
こ
れ
本

当

に
赤

味

噌

煎

餅

に
な
る
ん
で
す
か
？

正

直

、
煎

餅

と
味

噌

っ
て
全

然

結

び
つ
か
な
い
気

が
し
ま
す
け
ど…

。
」 

開

発

部

員

B

：「

赤

味

噌

の
風

味

が
強

す
ぎ
る
気

が
し
ま
す
よ
。
煎

餅

と
一

緒

に
食

べ
る
と
、
な
ん
だ
か

違

和

感

が
あ
り
ま
す
。
」 

汐

：「

だ
か
ら
こ
そ
、
面

白

い
ん
だ
よ
！

赤

味

噌

の

塩

気

と
煎

餅

の
軽

さ
が
絶

妙

に
絡

み
合

う
は
ず

だ
！

」 

塩

田

：「

（
静

か
に
心

配

し
つ
つ
）
で
も
、
最

初

は
確

か
に
ち
ょ
っ
と
不

安…

。
」 
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開

発

部

員

C

が
試

作

し
た
赤

味

噌

煎

餅

を
食

べ

る
。 

開

発

部

員
C

：「

あ
れ
、
意

外

と
後

味

が
ス
ッ
キ
リ
し

て
ま
す
ね
。
赤

味

噌

が
強

す
ぎ
ず
、
煎

餅

と
の
バ
ラ

ン
ス
が
取

れ
て
る
か
も
。
」 

開

発

部

員

A

：「

最

初

の
一

口

は
驚

い
た
け
ど
、
な

ん
だ
か
ク
セ
に
な
り
そ
う
！

」 

汐

：「

そ
う
だ
ろ
？

最

初

は
驚

き
だ
け
ど
、
次

第

に

そ
の
味

が
ク
セ
に
な
る
ん
だ
よ
！

」 

開

発

部

員

B

：「

う
ー
ん
、
確

か
に
。
最

初

は
驚

く
け

ど
、
何

度

か
食

べ
る
と…

ま
た
食

べ
た
く
な
る
味

で

す
ね
。
」 

汐

：「

こ
れ
が
赤

味

噌

煎

餅

の
魅

力

だ
！

ほ
ら
、
も

う
一

口

い
っ
て
み
よ
う
！

」 

社

員

た
ち
は
次

々
と
試

食

し
、
そ
の
味

に
納

得

し
始

め
る
。 

塩

田

：「

（
た
め
息

を
つ
き
つ
つ
）
社

長

、
ま
さ
か
本

当

に
こ
れ
が
商

品

化

さ
れ
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し

た…

。
」 
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汐

：「

も
ち
ろ
ん
だ
！

こ
れ
で
世

界

を
驚

か
せ
る
ん

だ
！

さ
あ
、
製

品

化

に
向

け
て
動

き
出

そ
う
！

」 

 

【

シ
ー
ン3

：
試

食
会

（
国
内

・
外

国
の
お
客
さ

ん
）
】 

試

食

会

の
会

場

。
国

内

外

の
招

待

客

が
赤

味

噌

煎

餅

を
試

食

し
、
汐

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。 

汐

：「

み
な
さ
ん
、
今

日

は
お
集

ま
り
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

こ
れ
が
新

し
い
日

本

の
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
、"

赤

味

噌

煎

餅"

で
す
！

」 

塩

田

：「

（
耳

打

ち
で
）
社

長

、
も
う
少

し
落

ち
着

い

て…

。
」 

汐

：「

（
大

声

で
）
心

配

し
な
い
で
！

赤

味

噌

の
風

味

が
広

が
り
、
後

味

が
ス
ッ
キ
リ
！

こ
れ
が
日

本

の

味

の
新

し
い
形

だ
！

」 

国

内

の
客

が
一

口

食

べ
て
、
驚

い
た
表

情

を
す
る
。 

日

本

人

客

A

：「

こ
れ…

煎

餅

な
の
に
、
味

噌

の
風
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味

が
し
っ
か
り
！

う
ま
い
！

」 

日

本

人

客

B

：「

最

初

は
不

安

だ
っ
た
け
ど
、
後

味

が
意

外

に
さ
っ
ぱ
り
し
て
る
。
こ
れ
、
ク
セ
に
な
る
か

も
！

」 

外

国

人

客

が
興

味

津

々
で
煎

餅

を
手

に
取

る
。 

外

国

人

客

A

：「

赤

味

噌

煎

餅

？

日

本

の
伝

統

的

な
味

な
ん
で
す
か
？

」 

汐

：「

そ
の
通

り
！

日

本

で
は
家

庭

料

理

で
も
よ
く

使

わ
れ
る
赤

味

噌

を
、
煎

餅

に
合

わ
せ
て
み
た
ん

だ
。
」 

外

国

人

客

B

：「

日

本

食

は
大

好

き
だ
け
ど
、
こ
れ

は
新

し
い
！

味

噌

っ
て
こ
ん
な
風

に
食

べ
る
ん
だ

…

。
」 

汐

：「

は
い
！

こ
れ
が
ま
さ
に
、
新

た
な
日

本

の
ソ
ウ

ル
フ
ー
ド
と
し
て
広

が
る
ん
だ
！

」 

会

場

が
盛

り
上

が
り
、S

N
S

で
赤

味

噌

煎

餅

の
写

真

が
シ
ェ
ア
さ
れ
る
。 

外

国

人

客

C

：「

こ
れ
、
絶

対

S
N

S

で
シ
ェ
ア
す
る

べ
き
！

」 

客

た
ち
は
赤

味

噌

煎

餅

を
手

に
取

り
、
次

々
と
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S
N

S

で
拡

散

す
る
。 

塩

田

：「

社

長

、S
N

S

の
反

響

が
す
ご
い
で
す
よ
！

世

界

に
広

が
っ
て
ま
す
！

」 

汐

：「

う
ん
、
こ
れ
が
新

し
い
時

代

の
流

れ
だ
！

さ

あ
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
へ
進

む
ぞ
！

」 

 

【

シ
ー
ン4

：S
N

S

バ
ズ
り
、
海

外
展
開
の
始
ま

り
】 

S
N

S

で
赤

味

噌

煎

餅

が
話

題

に
な
り
、
汐

製

菓

の

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
ア
ク
セ
ス
が
急

増

。
海

外

で

の
反

応

が
広

が
り
、
注

文

が
殺

到

。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ーA

：「

こ
れ
が
話

題

の
赤

味

噌

煎

餅

！

初

め
て
食

べ
た
け
ど
、
ク
セ
に
な
り
そ
う
！

」 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ーB

：「

味

噌

と
煎

餅

、
ま
さ
か
こ
ん

な
に
合

う
と
は
！

日

本

の
新

し
い
お
菓

子

を
試

し
て

み
て
！

」 

汐

：「

（
ス
マ
ホ
を
見

な
が
ら
）
み
ん
な
、
す
ご
い
反

応

だ
！

こ
れ
で
世

界

を
席

巻

す
る
ぞ
！

」 
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塩

田

：「

社

長

、S
N

S

で
拡

大

し
て
ま
す
よ
！

で

も
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
が
必

要

で
す
。
」 

汐

：「

次

は
フ
ラ
ン
ス
だ
！

イ
タ
リ
ア
だ
！

こ
れ
を
世

界

の
食

卓

に
届

け
る
ん
だ
！

」 

塩

田

：「

社

長

、
次

は
本

当

に
世

界

進

出

で
す

か
？

」 

汐

：「

も
ち
ろ
ん
だ
！

こ
れ
で
日

本

の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

を
広

め
る
ん
だ
！

」 

塩

田

：「

（
心

の
中

で
）
ま
た
大

き
な
一

歩

を
踏

み

出

す
ん
で
す
ね…

。
」 

 

【

シ
ー
ン5

：
フ
ラ
ン
ス
進
出

】 

フ
ラ
ン
ス
で
の
展

示

会

。
赤

味

噌

煎

餅

が
大

好

評

。

フ
ラ
ン
ス
人

客

た
ち
が
試

食

し
、
感

動

す
る
。 

フ
ラ
ン
ス
人

客

A

：「

赤

味

噌

煎

餅

？

こ
ん
な
煎

餅

、
初

め
て
食

べ
た
！

味

噌

が
う
ま
く
融

合

し
て
い

る
！

」 

フ
ラ
ン
ス
人

客

B

：「

日

本

の
味

を
こ
う
や
っ
て
ス
ナ
ッ
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ク
と
し
て
食

べ
る
の
、
す
ご
く
新

し
い
！

」 

汐

：「

フ
ラ
ン
ス
で
も
赤

味

噌

煎

餅

が
受

け
入

れ
ら

れ
る
と
は
思

っ
て
も
み
な
か
っ
た
よ
！

」 

塩

田

：「

社

長

、
本

当

に
こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
で
人

気

に

な
る
ん
で
す
か
？

」 

汐

：「

あ
あ
、
確

信

し
て
る
よ
！

こ
れ
で
フ
ラ
ン
ス
の

市

場

に
も
進

出

だ
！

」 

フ
ラ
ン
ス
人

客

C

：「

も
し
こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
で
販

売

さ
れ
た
ら
、
絶

対

に
買

う
！

」 

フ
ラ
ン
ス
の
展

示

会

で
大

き
な
反

響

を
得

る
。 

 

【

シ
ー
ン6

：
エ
ピ
ロ
ー
グ
】 

汐

製

菓

が
ラ
イ
バ
ル
会

社

と
提

携

し
、
更

な
る
発

展

を
目

指

す
。
業

界

全

体

が
注

目

す
る
。 

ラ
イ
バ
ル
社

長

：「

汐

社

長

、
実

は…

提

携

し
ま
せ

ん
か
？

」 

汐

：「

え
？

提

携

？

」 

ラ
イ
バ
ル
社

長

：「

赤

味

噌

煎

餅

が
世

界

で
売

れ
る
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な
ら
、
私

た
ち
も
協

力

し
合

う
こ
と
で
さ
ら
に
成

功

す
る
と
思

う
ん
で
す
。
」 

汐

：「

（
ニ
ヤ
リ
）
い
い
提

案

だ
。
ラ
イ
バ
ル
で
も
認

め

ざ
る
を
得

な
い
ね
。
」 

塩

田

：「

社

長

、
そ
れ
っ
て
本

当

に
ラ
イ
バ
ル
会

社

と

手

を
組

む
ん
で
す
か
？

」 

汐

：「

は
い
、
こ
れ
で
業

界

を
リ
ー
ド
す
る
ん
だ
！

」 

汐

製

菓

と
ラ
イ
バ
ル
会

社

が
手

を
組

み
、
業

界

全

体

を
牽

引

す
る
存

在

へ
。 

 

（
終

わ
り
） 

シ
ナ
リ
オ
の
尺

割 

 

シ
ー
ン1

：
汐

製

菓

会

社

・
社

長

室 
(

約

1
0

分) 

•
 

登

場

人

物

： 

汐

、
塩

田 

•
 

内

容

： 
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o
 

新

商

品

の
発

案

：
汐

が
赤

味

噌

煎

餅

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発

表

し
、
塩

田

が
心

配

し
な
が
ら
も
社

長

の
熱

意

に
巻

き

込

ま
れ
る
。 

o
 

台

詞

の
詳

細

： 

汐

が
熱

弁

を
ふ
る

い
、
塩

田

が
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
個

性

が
引

き
立

つ
。 

o
 

尺

の
狙

い
： 

初

め
の
展

開

と
し
て
約

1
0

分

を
使

い
、
視

聴

者

に
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
や
雰

囲

気

を
し
っ
か
り
と
伝

え
る
。 

 

シ
ー
ン2

：
開

発

部 
(

約

1
5

分) 

•
 

登

場

人

物

： 

汐

、
塩

田

、
開

発

部

員

た
ち 

•
 

内

容

： 

o
 

赤

味

噌

煎

餅

の
試

作

・
試

食

会

。
最

初

の
不

安

が
徐

々
に
克

服

さ
れ
、
製

品

が
形

に
な
っ
て
い
く
。 
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o
 

台

詞

の
詳

細

： 

開

発

部

員

た
ち
の
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
と
、
汐

の
熱

い
プ
レ
ゼ
ン
が

進

行

す
る
。
塩

田

の
心

配

と
焦

り
も

加

わ
る
。 

o
 

尺

の
狙

い
： 

試

作

品

の
評

価

と
そ
の

進

展

を
描

き
つ
つ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

成

長

や
変

化

を
見

せ
る
た
め
に

1
5

分

使

う
。 

 

シ
ー
ン3

：
試

食

会

（
国

内

・
外

国

の
お
客

さ
ん
） 

(

約

1
0

分) 

•
 

登

場

人

物

： 

汐

、
塩

田

、
国

内

外

の
お
客

さ
ん 

•
 

内

容

： 

o
 

試

食

会

で
の
反

応

。
国

内

外

の
客

が

赤

味

噌

煎

餅

に
驚

き
つ
つ
も
ハ
マ
っ
て

い
く
。 
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o
 

台

詞

の
詳

細

： 

客

か
ら
の
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
が
続

き
、S

N
S

で
の
反

響

や
世

界

進

出

の
可

能

性

が
語

ら
れ
る
。 

o
 

尺

の
狙

い
： 

反

響

を
描

く
部

分

で

1
0

分

。S
N

S

の
反

応

も
絡

め
て
、
今

後

の

展

開

を
匂

わ
せ
る
。 

 

シ
ー
ン4

：S
N

S

バ
ズ
り
、
海

外

展

開

の
始

ま
り 

(

約

1
0

分) 

•
 

登

場

人

物

： 

汐

、
塩

田

、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
、
フ
ァ
ン 

•
 

内

容

： 

o
 

S
N

S

で
の
拡

散

が
始

ま
り
、
注

文

が

殺

到

。
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
向

け
て
準

備

が
進

む
。 

o
 

台

詞

の
詳

細

： 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
や

フ
ァ
ン
の
コ
メ
ン
ト
を
挟

み
な
が
ら
、
汐
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が
さ
ら
に
テ
ン
シ
ョ
ン
を
上

げ
て
行

動

を
開

始

。 

o
 

尺

の
狙

い
： 

S
N

S

の
反

響

を
強

調

し
、
急

速

な
広

が
り
を

1
0

分

間

で
描

写

。 

 

シ
ー
ン5

：
フ
ラ
ン
ス
進

出 
(

約

1
5

分) 

•
 

登

場

人

物

： 

汐

、
塩

田

、
フ
ラ
ン
ス
の
客 

•
 

内

容

： 

o
 

フ
ラ
ン
ス
の
展

示

会

で
赤

味

噌

煎

餅

が
話

題

に
。
日

本

食

へ
の
新

し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
受

け
入

れ
ら
れ
る
。 

o
 

台

詞

の
詳

細

： 

フ
ラ
ン
ス
の
客

と
の
や

り
取

り
が
中

心

。
初

め
て
の
海

外

で
の

大

成

功

。 

o
 

尺

の
狙

い
： 

海

外

市

場

へ
の
進

出

を

描

く
た
め
に

1
5

分

を
使

う
。
異

文

化
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と
の
衝

突

を
描

き
つ
つ
、
受

け
入

れ
ら

れ
る
過

程

を
描

写

。 

 

シ
ー
ン6

：
エ
ピ
ロ
ー
グ 

(

約

1
0

分) 

•
 

登

場

人

物

： 

汐

、
塩

田

、
ラ
イ
バ
ル
社

長 

•
 

内

容

： 

o
 

ラ
イ
バ
ル
会

社

と
の
提

携

。
業

界

を
リ

ー
ド
す
る
立

場

と
し
て
、
今

後

の
展

望

を
描

く
。 

o
 

台

詞

の
詳

細

： 

汐

が
ラ
イ
バ
ル
社

長

と
提

携

を
決

め
、
新

し
い
可

能

性

を

見

出

す
。
塩

田

の
驚

き
と
共

に
物

語

が
締

め
く
く
ら
れ
る
。 

o
 

尺

の
狙

い
： 

結

末

と
し
て
、
企

業

の
成

長

を
描

き
、
約

1
0

分

で
ま
と
め
る
。 

 

総

計

： 

約

8
0

分 


